
別表
　 2023～2024年度入学生　高松大学発達科学部　授業科目・単位数及び卒業の要件等（カ
リキュラムマップ含む）

配当期　　○：週１回の科目　　２：週２回の科目　　－：本年度開講せず
単位形式　L：講義　　E：演習　　P：実習
必修区分　●：必修科目　　◎：選択必修科目　　無印：選択科目
　　卒：卒業要件科目のうち必修科目、選択必修科目　　　　　　　●：必修科目　◎：選択必修科目
　　保：保育士資格を取得するために必要な科目　　　　　　　　　●：必修科目　○：選択科目
　　幼：幼稚園教諭一種免許状を取得するために必要な科目　　　　●：必修科目　○：選択科目
　　小：小学校教諭一種免許状を取得するために必要な科目　　　　●：必修科目　○：選択科目
　　特：特別支援学校教諭一種免許状を取得するために必要な科目　●：必修科目　○：選択科目
　　療：こども音楽療育士資格を取得するために必要な科目　　　　●：必修科目　○：選択科目
　　※　詳細は「免許・資格（発達科学部）」を参照のこと

全学共通科目
高松大学ディプロマポリシー 高松大学学修成果

１．豊かな人間性や主体的に生きる力 ①豊かな人間性や主体的に生きる力
２．課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力 ②課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力
３．学部が示す専門的知識や技能および実践的能力 ③学部が示す専門的知識や技能および実践的能力

区分 番号 授業科目 単位
形式

配当
年次

配当期 必修
区分

高松大学
授業科目と学修成果の関連 備考 卒業要件

前 後

全
学
共
通
科
目

教
養
科
目

UGH001 人生と哲学 2L 1～4 ○ ①

『教養科目』『基礎科目』『数
理データサイエンス科目』『コ
ミュニケーション科目』『健康
とスポーツ科目』から32単位
以上（うち、「香川学」２単位、
「数理データサイエンスと未
来」２単位、『コミュニケー
ション科目』の「英語Ⅰ～Ⅳ」
「フランス語Ⅰ～Ⅳ」「中国語
Ⅰ～Ⅳ」「韓国語Ⅰ～Ⅳ」「日
本語Ⅰ～Ⅳ」の１外国語（日
本語Ⅰ～Ⅳは、原則として留
学生のみ受講可）から４単位
以上）

UGS002 日本国憲法 2L 1～4 ○ ①
UGS003 心理学 2L 1～4 ○ ①
UGI001 人権教育 2L 1～4 ○ ① ②
UGO301 総合科目 2L 2 ○ ①
UGH002 芸術文化 2L 1～4 ○ ①
UGO001 うどん学 2L 1～4 ○ ①
UGO102 香川学 2L 1～4 ○ ● ① ②
UGO002 香川学演習 2E 1～4 ○ ① ②
UGH003 歴史 2L 1～4 ○ ① ②
UGH004 地理 2L 1～4 ○ ① ②
UGS004 くらしと経済 2L 1～4 ○ ②
UGN001 人間と環境 2L 1～4 ○ ②
UGS001 ボランティア 2E 1～4 ○ ① ②

基
礎
科
目

UBL001 日本語表現基礎Ⅰ 1E 1 ○ ① ②
UBL002 日本語表現基礎Ⅱ 1E 1 ○ ① ②
UBM001 数学基礎 2L 1～4 ○ ②
UBN001 自然科学基礎 2L 1～4 ○ ②
UBS002 社会科学基礎 2L 1～4 ○ ②
UBE101 英語基礎Ⅰ 1E 1 ○ ① ②
UBE102 英語基礎Ⅱ 1E 1 ○ ① ②

数
理
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目

UDO101 数理データサイエンスと未来 2L 1 ○ ● ②
UDI101 情報基礎 2L 1 ○ ②
UDI102 情報基礎演習 1E 1 ○ ② ③
UDI103 情報応用演習 1E 1 ○ ② ③
UDS101 数理データサイエンス基礎 2L 1 ○ ②
UDS201 データ分析活用法 2L 2 ○ ② ③

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

UCL001 コミュニケーション表現 2L 1 ○ ②
UCL002 コミュニケーション演習Ⅰ 1E 1 ○ ③
UCL003 コミュニケーション演習Ⅱ 1E 1 ○ ③
UCS001 マスメディアと社会 2L 1～4 ○ ①
UCH001 比較文化 2L 1～4 ○ ① ②
UCE101 英語Ⅰ 1E 1 ○

◎
① ② ③

UCE102 英語Ⅱ 1E 1 ○ ① ② ③
UCE201 英語Ⅲ 1E 2 ○ ① ② ③
UCE202 英語Ⅳ 1E 2 ○ ① ② ③
UCE203 英語表現法Ⅰ 1E 2 ○ ① ② ③
UCE204 英語表現法Ⅱ 1E 2 ○ ① ② ③
UCF101 フランス語Ⅰ 1E 1 ○

◎
① ② ③

UCF102 フランス語Ⅱ 1E 1 ○ ① ② ③
UCF201 フランス語Ⅲ 1E 2 ○ ① ② ③
UCF202 フランス語Ⅳ 1E 2 ○ ① ② ③
UCC101 中国語Ⅰ 1E 1 ○

◎
① ② ③

UCC102 中国語Ⅱ 1E 1 ○ ① ② ③
UCC201 中国語Ⅲ 1E 2 ○ ① ② ③
UCC202 中国語Ⅳ 1E 2 ○ ① ② ③
UCK101 韓国語Ⅰ 1E 1 ○

◎
① ② ③

UCK102 韓国語Ⅱ 1E 1 ○ ① ② ③
UCK201 韓国語Ⅲ 1E 2 ○ ① ② ③
UCK202 韓国語Ⅳ 1E 2 ○ ① ② ③
UCJ101 日本語Ⅰ 1E 1 ○

◎
① ② ③

UCJ102 日本語Ⅱ 1E 1 ○ ① ② ③
UCJ201 日本語Ⅲ 1E 2 ○ ① ② ③
UCJ202 日本語Ⅳ 1E 2 ○ ① ② ③

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ
科
目

UHH001 健康とスポーツ 2L 1 ○ ①
UHH002 健康とスポーツ実習 1P 1～4 ○ ○ ① ③

全学共通科目ナンバリングの考え方
例：U

①
G
②
S
③
０
④
0
⑤
2

①１桁目は本学の全学共通科目を示す。
②アルファベットの２桁目は、本学の科目区分を示す。
　教養科目：G（general）　基礎科目：B（Basic）　数理データサイエンス科目：D（Data science）　コミュニケーション科目：C（Communication）
　健康とスポーツ：H（Health）　本学独自の科目：O（Original）
③アルファベットの３桁目は、科学研究費補助金「系・分野・分科・細目表」に従って、学問の「分野」を示す。上のルールに収まらない場合には、「分科」を用いる。
④数字の１桁目は、学年を表す。０の場合は履修の学年を問わない。
⑤数字の２桁目、３桁目は、通し番号
※③の学修成果との関連については、各学部が提示している学修成果で関連する項目がある場合のみシラバスに記載しています。

発
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科
学
部

２
０
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〜
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０
２
４
入
学
生
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区分 授業科目 単位
形式

配当
年次

配当期
卒 保 幼 小 特 療

授業科目と学修成果の関連
備考 卒業要件

前 後 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

子
育
て
支
援
に
関
す
る
専
門
科
目

子
育
て
支
援
に

関
す
る
基
礎
科
目

児童学研究法 1E 1 ○ ● ○ ○ ○ ７単位以上
教育学原論 2L 1 ○ ● ● ● ● ○
教育制度論 2L 2 ○ ● ● ○
教師論 2L 1 ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○
カリキュラム論 2L 2 ○ ● ● ○ ○ ○
教育課程論 2L 2 ○ ● ○ ○
保育原理Ⅰ 2L 1 ○ ● ○
子ども家庭支援論 2L 2 ○ ● ○ ○ ○

子
ど
も
の
心
の
育
ち
を

支
え
る
科
目

発達心理学 2L 3 ○ ● ○ ８単位以上
子ども家庭支援の心理学 2L 2 ○ ● ○
教育心理学 2L 1 ○ ● ○ ● ● ● ○
教育相談 2L 4 ○ ● ● ○ ○
保育内容－人間関係Ⅰ 1E 2 ○ ● ● ○
保育内容－人間関係Ⅱ 1E 3 ○ ○ ● ○
保育内容－環境Ⅰ 1E 3 ○ ● ● ○
保育内容－環境Ⅱ 1E 3 ○ ○ ● ○
道徳教育論 2L 2 ○ ● ○
生徒・進路指導論 2L 4 ○ ● ○
子どもと人間関係 1E 2 ○ ○ ● ○
子どもと環境 1E 2 ○ ○ ● ○ ○

子
ど
も
の
体
の
育
ち
を
支
え
る
科
目

乳児保育Ⅰ 2L 2 ○ ● ○ ６単位以上
乳児保育Ⅱ 1E 2 ○ ● ○
子どもの食と栄養Ⅰ 1E 2 ○ ● ○
子どもの食と栄養Ⅱ 1E 2 ○ ● ○
子どもの保健 2L 1 ○ ● ○ ○
子どもの健康と安全 1E 2 ○ ● ○ ○
保育内容－健康Ⅰ 1E 3 ○ ● ● ○
保育内容－健康Ⅱ 1E 3 ○ ○ ● ○
体育Ⅰ－Ⅰ 1E 2 ○ ● ○ ○
体育Ⅰ－Ⅱ 1E 2 ○ ○ ○ ○
体育Ⅱ－Ⅰ 1E 3 ○ ○
体育Ⅱ－Ⅱ 1E 3 ○ ○
野外活動実習Ⅰ 1P 2 ○ ○ ○ ○
野外活動実習Ⅱ 1P 2 ○ ○ ○ ○
保育内容－表現Ⅲ 1E 3 ○ ● ● ○ ○ ○ ○
子どもと健康 1E 2 ○ ○ ● ○ ○ ○

子
ど
も
の
知
性
の

発
達
を
促
す
科
目

教育の方法及び技術 2L 2 ○ ● ● ○ ８単位以上
情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 1E 3 ○ ● ○
保育内容－言葉Ⅰ 1E 2 ○ ● ● ○
保育内容－言葉Ⅱ 1E 3 ○ ● ● ○
国語(書写を含む) 2L 1 ○ ○ ○ ● ○ ○

専門科目
発達科学部ディプロマポリシー 発達科学部学修成果

１．教育・保育に携わる者に求められる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。 ①教育・保育に携わる者に求められる使命感・倫理観に基づいて判断し、行動で

きる。
②豊かな心をもち、人間性を常に自己研鑽する向上心を有している。
③多様な価値観を受け止め、他者を受容しつつ他者との十分なコミュニケーショ
ン能力を有している。
④教育・保育に関わる問題について情報収集し、自らの思考力・判断力を用いて
分析し、解決方法を表現して公表する力を有している。
⑤教育・保育に関わる多様な人材と協力・協働する意義を理解し、それに必要な
知識・技能を有している。
⑥教育・保育に関する知識を幅広く体系的に理解し、その知識を基盤として教育・
保育の実践を行うことができる。
⑦教育・保育に携わる者に求められる資質能力を高めるための自己研修力を有し
ている。

２．教育・保育に必要な知識を幅広く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけて理解できている。

３．子どもの育ちを支えるために必要な教育・保育の実践力を有する。

４．子どもとはもちろんのこと、保護者や子育てに関わる人々と十分なコ
ミュニケーションをとることができ、また、多様な専門性を持つ人材
と協力・協働できる。

５．子どもの教育・保育にかかる諸問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

６．教育・保育に関する多様な情報を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

７．教育・保育に係る資質向上に向けて継続的に学ぶ能力を持っている。

発
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科
学
部
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０
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０
２
４
入
学
生

－ 72－



区分 授業科目 単位
形式

配当
年次

配当期
卒 保 幼 小 特 療

授業科目と学修成果の関連
備考 卒業要件

前 後 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

子
育
て
支
援
に
関
す
る
専
門
科
目

子
ど
も
の
知
性
の
発
達
を
促
す
科
目

社会 2L 1 ○ ● ○
算数 2L 1 ○ ● ○
小学校英語 2L 3 ○ ● ○
生活 2L 2 ○ ○ ● ○
理科 2L 1 ○ ● ○
子ども文化 1E 3 － ○
幼児理解 1E 3 ○ ● ● ○ ○
保育内容－表現Ⅰ 1E 2 ○ ● ● ○
図画工作Ⅰ－Ⅰ 1E 2 ○ ● ○
図画工作Ⅰ－Ⅱ 1E 2 ○ ○ ○
図画工作Ⅱ－Ⅰ 1E 2 ○ ○
図画工作Ⅱ－Ⅱ 1E 2 ○ ○
特別活動論 2L 3 ○ ● ○ ○
保育原理Ⅱ 2L 3 ○ ○ ○
家庭 2E 2 ２ ● ○
保育内容－総合 1E 4 ○ ● ○
総合的な学習の時間の指導法 2L 3 ○ ● ○ ○
造形表現Ⅰ 1E 1 ○ ● ● ○
造形表現Ⅱ 1E 1 ○ ○ ● ○
子どもと言葉 1E 2 ○ ○ ● ○

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
育
て
を
支
え
る
た
め
の
科
目

社会的養護Ⅰ 2L 1 ○ ● ○ ○ ○ ６単位以上
社会的養護Ⅱ 1E 2 ○ ● ○ ○ ○
特別支援教育総論 2L 1 ○ ● ○ ○
特別支援教育演習 1E 2 ○ ○ ○
知的障害児の心理 2L 2 ○ ● ○
知的障害児の生理・病理 2L 2 ○ ● ○
病弱児の心理・生理・病理 2L 2 ○ ● ○
肢体不自由児の心理・生理・病理 2L 2 ○ ● ○ ○
障害児保育Ⅰ 1E 2 ○ ● ○ ○
障害児保育Ⅱ 1E 2 ○ ● ○
障害児の教育課程と指導法 2L 3 ○ ● ○
特別支援教育指導法研究 1E 3 ○ ● ○
知的障害児教育 2L 1 ○ ● ○ ○
知的障害児教育演習 1E 2 ○ ● ○
病弱児教育 2L 3 ○ ● ○ ○ ○
病弱児教育演習 1E 4 ○ ○ ○ ○
肢体不自由児教育 2L 1 ○ ● ○ ○
肢体不自由児教育演習 1E 4 ○ ○ ○
視覚の発達と障害 2L 3 ○ ● ○ ○
聴覚障害教育総論 1L 3 ○ ● ○
重複障害教育総論 1L 3 ○ ● ○ ○ ○
ＬＤ等教育総論 2L 2 ○ ● ○
子育て支援 1E 3 ○ ● ○
社会福祉 2L 1 ○ ● ○ ○ ○ ○
子ども家庭福祉 2L 3 ○ ● ○ ○ ○
特別支援教育 2Ｌ 1 ○ ● ● ○ ○ ○

子
ど
も
の
音
楽
教
育
に
関
す
る
科
目

音楽理論 2L 1 － ○ ４単位以上
器楽 1E 3～4 ○ ○
声楽 1E 2～4 ○ ● ○
合唱 1E 2～4 ○ ○
合奏 1E 3～4 ○ ○ ○
音楽Ⅰ－Ⅰ 1E 2 ○ ● ◎ ○
音楽Ⅰ－Ⅱ 1E 2 ○ ○ ○
音楽Ⅱ－Ⅰ 1E 2 ○ ○
音楽Ⅱ－Ⅱ 1E 2 ○ ○
音楽Ⅲ－Ⅰ 1E 3 ○ ○
音楽Ⅲ－Ⅱ 1E 3 ○ ○
保育内容－表現Ⅱ 1E 2 ○ ○ ● ○
子ども音楽療育概論 2L 3 ○ ● ○
子ども音楽療育演習 1E 3 ○ ● ○
子ども音楽療育実習 1P 4 ○ ● ○
音楽表現Ⅰ 1E 1 ○ ● ● ◎ ○
音楽表現Ⅱ 1E 1 ○ ○ ● ○
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科
学
部
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区分 授業科目 単位
形式

配当
年次

配当期
卒 保 幼 小 特 療

授業科目と学修成果の関連
備考 卒業要件

前 後 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

教
育
実
践
に
関
す
る
専
門
科
目

教
科
指
導
に
関
す
る
科
目

国語指導法Ⅰ 1E 2 ○ ● ○
国語指導法Ⅱ 1E 2 ○ ● ○
社会科指導法Ⅰ 1E 2 ○ ● ○
社会科指導法Ⅱ 1E 2 ○ ● ○
算数指導法Ⅰ 1E 2 ○ ● ○
算数指導法Ⅱ 1E 2 ○ ● ○
理科指導法Ⅰ 1E 2 ○ ● ○
理科指導法Ⅱ 1E 2 ○ ● ○
生活科指導法Ⅰ 1E 3 ○ ● ○
生活科指導法Ⅱ 1E 3 ○ ● ○
家庭科指導法 2L 3 ○ ● ○
体育指導法Ⅰ 1E 3 ○ ● ○
体育指導法Ⅱ 1E 3 ○ ● ○
音楽指導法Ⅰ 1E 3 ○ ● ○
音楽指導法Ⅱ 1E 3 ○ ● ○
図画工作指導法 2E 3 ○ ● ○
外国語指導法Ⅰ 1E 4 ○ ● ○
外国語指導法Ⅱ 1E 4 ○ ● ○
保育・教職実践演習（保・幼） 2E 4 ２ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教職実践演習（小） 2E 4 ２ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教職教養演習Ⅰ 1E 3 ○ ○
教職教養演習Ⅱ 1E 4 ○ ○
教職教養演習Ⅲ 1E 3 ○ ○
教職専門演習 1E 4 ○ ○
特別演習Ⅰ 1E 3 ○ ○
特別演習Ⅱ 1E 3 ○ ○
特別演習Ⅲ 1E 4 ○ ○

実
習
の
科
目

観察参加Ⅰ 1P 2 ２ ● ○
観察参加Ⅱ 1P 2 ２ ● ○
学校支援ボランティアⅠ 1P 2 ２ ● ○ ○
学校支援ボランティアⅡ 1P 2 ２ ● ○ ○
教育実習事前事後指導Ⅰ 1P 3 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
教育実習事前事後指導Ⅱ 1L 3 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
教育実習Ⅰ 2P 3 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
教育実習Ⅱ 2P 3 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
教育実習Ⅲ 2P 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育実習Ⅳ 4P 3 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
特別支援教育実習(事前事後指導を含む) 3P 4 ○ ● ○ ○ ○ ○
保育実習Ⅰ 4P 2 ○ ● ○ ○ ○ ○
保育実習指導Ⅰ－Ⅰ 1E 2 ○ ● ○ ○ ○ ○
保育実習指導Ⅰ－Ⅱ 1E 2 ○ ● ○ ○ ○ ○
保育実習Ⅱ 2P 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
保育実習指導Ⅱ 1E 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
保育実習Ⅲ 2P 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
保育実習指導Ⅲ 1E 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
保育実習Ⅳ 2P 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護体験 1P 3 ○ ● ○ ○ ○ ○

教
育
研
究
に
関

す
る
専
門
科
目

基礎演習Ⅰ 1E 1 ○ ● ○ ○ ○
基礎演習Ⅱ 1E 1 ○ ● ○ ○ ○
演習Ⅰ 1E 2 ○ ● ○ ○ ○
演習Ⅱ 1E 2 ○ ● ○ ○ ○
演習Ⅲ 1E 3 ○ ● ○ ○ ○
演習Ⅳ 1E 3 ○ ● ○ ○ ○
卒業論文 4E 4 ○ ● ○ ○ ○

発
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●　卒業認定の要件（2023～2024年度入学生）

全学共通科目

『教養科目』『基礎科目』『数理データサイエンス科目』『コミュニケーション科目』『健康
とスポーツ科目』から32単位以上（うち、「香川学」２単位、「数理データサイエンスと
未来」２単位、『コミュニケーション科目』の「英語Ⅰ～Ⅳ」「フランス語Ⅰ～Ⅳ」「中国
語Ⅰ～Ⅳ」「韓国語Ⅰ～Ⅳ」「日本語Ⅰ～Ⅳ」の１外国語（日本語Ⅰ～Ⅳは、原則として
留学生のみ受講可）から４単位以上）

専 門 科 目

必修科目を含め、92単位以上
（うち、「子育て支援に関する基礎科目」から７単位以上、「子どもの心の育ちを支える科
目」から８単位以上、「子どもの体の育ちを支える科目」から６単位以上、「子どもの知
性の発達を促す科目」から８単位以上、「特別な支援を必要とする子育てを支えるための
科目」から６単位以上、「子どもの音楽教育に関する科目」から４単位以上）
（児童学研究法、教育学原論、教師論、教育心理学、基礎演習Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ～Ⅳ、卒業
論文の11科目17単位は必修）

合　　　計 124単位以上
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